











































































































































































































































































































i  市東　2011　p. ２　
ii 同上
iii フロムは『正気の社会』の中で人間が生まれ、育つということを次のように述べる。
「個人の一生とは、自分じしんを生み出す過程にすぎない。…略…ところが、生き
切らぬうちに死んでしまうというのが、多くの人間の悲劇的な運命なのだ。」( フロ
ム　1958 p.42) このことは生れ出て、育ちつつある子どもは、主体性あるいは一人
の人間という言葉を当てはめたとしても、その人らしくなるプロセスを生きている
のであり、完結した存在であるかのような表現には注意が必要である。
iv 山本　1992　p.137-138
